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る三人の妻の例えのような執着を離れた境地が法鏡に広がる。 

「究極の縮小」とは「迷いの世界→仏教→ 浄土教→浄土三部経→仏

説無量寿経→四十八願→十八願文→名号→信の一念」7、「信の一念」

つまり回心の体験である。以後、真理に全てをゆだね、真理と共に生き

ることになる。駆け引きなしに甘えられる親や気の置けない親友を超え

たような、全てを理解し許し全面的に依存してもいい存在に常に護られ

る心境で人生を送れるのである。 

 以上のように本論文では、法然、親鸞の教えを究極の「縮小」と解釈

し、物質や人間理解という依存状態を小説で示し、そこを離れたところ

に真理の世界が開けることがあることを認知行動療法の例えで示し、

その一端なりとも明らかにすることに注力した。 

ただ、この不思議な真理の世界の主が、阿弥陀仏という名称を持つ

存在のみであるのか、他宗教でも同等の真如に救われるのかに関して

は、宗教の統合と融合を研究の最終到達点とする筆者の今後の課題と

する。 

 

 

[註] 

(1) https://toyokeizai.net/articles/-/221708「普通の日本人が知らない

｢貧困｣の深刻な実態」（2020 年 1 月 2 日現） 

(2) https://toyokeizai.net/articles/-/147757?page=3「貧困に陥った若

者が､『下流老人』になる未来」（2020 年 1 月 2 日現在） 

(3)聖教の解説は文言の引用に留め、端的に分かり易い現代文に置き換えた。以後

も同様とする。 

(4) 聞法とは、どんな人も必ず助け、極楽で仏となる身に救う。もし助けられなけれ
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ば仏の命を捨てるという阿弥陀仏の本願の生起本末を疑心なく聞くこと。 

(5) 「講演 アメリカでの真宗伝道―宗教教育という一つの方法論を通して―」龍谷

大学仏教文化研究所紀要 44,その他,2005 年 

(6)  ここでの慢性痛の多くは、外傷や関節、筋肉の異常の所見がない、もしくは切

除した四肢の疼痛など。脳が過去の痛みを記憶し続けて引き起こる説もある。 

(7) 仏教に出会う前の迷いの世界から法然、親鸞の説いた信の一念のとき、救われ

る瞬間に向かう「縮小」に集約される様子を表現した。 
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編集後記

　前回の冊子発行から1年半が経過し、この度、３冊目の

分科会冊子発行の運びとなりました。今回の冊子は前回を

上回る難産となり、長期に渡るリサーチの結果を纏めた力

作が多く、予定の倍の厚さの本に仕上がりました。

また今回の冊子では「査読論文」という形で、分科会外か

らの投稿も受け付ける試みを行いました。日本で市民研究

が普及しないのは、活動や発表の場が限られていることが

大きな要因でしょう。外部の原稿を取り入れることが、今

後の分科会の学際的な発展や、読者の皆様からの「私も

次は投稿したい」という問い合わせに繋ることを期待して

おります。本冊子が市民研究の発表の場として貢献できれ

ば、編集者冥利に尽きます。

　次の号からは、論考だけでなく、旅行記やエッセイや書

評のような投稿も受け入れようと考えて、現在、編集員は

準備をしております。冊子が新たな縁をつないでくれると

信じております。

生物多様性分科会　事務局　入 澤 仁 美　


